
かほく市地域包括支援センター運営協議会 平成 30 年度第 1 回会議報告 

 

招集年月日 

招 集 場 所 

開 会 日 時 

閉 会 日 時 

委員の定数 

出 席 委 員 

 

欠 席 委 員 

事 務 局 

 

平成 30年 10月 22日（月）  

かほく市役所 304会議室 

平成 30年 10月 22日（月）午後 7時 10分 

     同      午後 8時 5分 

10人 

藤田 拓也、角田 真、曽根 志穂、中村 礼子（代理）、西 隆一、金谷 征毅、

東 敦子、遠田 由美子、増田 美弥、髙田 政美 

なし 

寺嶋 立弥長寿介護課長、七野 奈美喜長寿介護課課長補佐、 

網江 智里高齢者支援係長、高野 憲一高齢者支援専門員、 

花 恵美介護予防係長 

              議 事 の 経 過     

会長進行 

事務局より

順次説明 
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議件 1）かほく市の高齢者の現状について、平成 30年度上半期高齢者支援セ

ンター業務報告、かほく市地域包括支援センター運営方針及び重点事業 

（質疑応答） 

・かほく市の高齢者の将来推計は、想定どおりで推移しているのか。 

・高齢者の推移は想定どおりで推移しているが、人口減少の予測に対し市の

定住促進策が功を奏しており、人口が増加。このため高齢化率が想定よりも

低く推移している。 

・歯科の立場から、高齢化の進行に伴い訪問歯科診療の需要が高まると思わ

れるが、生活支援コーディネーター、医療・介護連携コーディネーターはど

のような役割を担っているか。 

・生活支援コーディネーターは生活支援ニーズと生活支援サービスのマッチ

ングや、サービスの開発、生活支援の担い手養成を行っている。 

・医療・介護連携コーディネーターは在宅医療と介護の連携に関する相談を

受け、必要に応じて連携調整や情報提供等を行っている。過去には個別ケー

スの相談や医療と介護の連携連絡表の利用に関するアンケート調査、医療と

介護とくらしの便利帳の掲載依頼など協力をいただいた。今後も個別に相談

させていただくこともあると思われるので、協力をお願いしたい。また、今

後さらに医療と介護とくらしの便利帳の周知に努めていきたい。 

・在宅の要介護認定者のケアマネジャーとして勤務している。訪問による治

療には限りがあるため、ヘルパーなどの介護サービスを利用してできる限り

医療機関を受診できるよう支援している。どうしても受診困難な場合、歯科

医師に個別に相談させてもらったことはある。対応が困難な場合、相談させ
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ていただくこともあると思うので、協力をお願いしたい。 

・市内でも町会・区の大小があり、当区では３つの区に１人の民生委員が配

置されている。区長に直接相談が入ることもあるが、民生委員も相談を受け

ており、どのような活動を行っているか、個人情報保護についてどのように

取り扱っているのか教えてほしい。 

・民生委員は、独居高齢者世帯や必要な場合には高齢者夫婦世帯の訪問も行

っている。担当地区でも高齢化率や独居高齢者世帯が増加しており、近隣と

のコニュニケーションをとるように心がけている。個人情報の取り扱いにつ

いては、社会福祉協議会からも定例会など事あるごとに指導されており、保

護されている。 

・社会福祉協議会では、民生委員に対し個人情報保護について定期的に指導

を実施している。 

・老人クラブ等が主体でいきいき百歳体操を実施しているが、参加者は女性

が多いと感じる。実際のところ、男性参加者の割合はどの程度か。 

・平成 29年度実績で男性 1：女性 5。介護予防サポーターのフォローアップ

講座を実施しているが、毎回男性参加者が少ないという課題が挙がる。夫婦

で参加するなどの工夫をしているグループもあるが、口コミの効果が大きい

と感じる。参加勧奨について、委員の協力もお願いしたい。 

・男性はなかなか外に出ないが、趣味を持っていれば外出する。先日のグラ

ンドゴルフ大会では、参加総数 200人のうち 3分の 2が男性だった。また、

80歳代は 30人以上、90歳代も 2人参加があった。 

・お酒を飲みに行くことも男性の外出につながるのではないか。 

・お酒を飲みに行くことも男性の外出のきっかけである。昼間のカラオケや

パチンコなども男性参加者が多い。趣味を持つことが大切だと感じる。 

・Ｈ26年度のモデル事業から百歳体操に取り組むなど、活動が定着している。

事業内容についても幅広く工夫しながら取り組んでおり、順調である。 

 

 

議件 2）介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務委託事業所の承認に

ついて 

新規事業所４件分を説明 

拍手にて全員承認 

 

本日の日程が終了したことを告げ、かほく市地域包括支援センター運営協議

会第 2 回会議を閉会したことを宣言する。 

 

 


